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**** 最適化トレーニングのご案内：最適化プログラミング入門コース **** 

 

【開催日時】 2023年 8月 25日（金）  9：30 ～ 17：30 （１日間コース） 

【会場】オンライン開催 

【定員】6 名 

【受講料】 50,000円 

【参加お申込み方法】以下のサイトから、お申込みください。 

          https://www.octobersky.jp/training/training-9844  

【対象者】 

数理最適化について基礎的な知識をお持ちで、数式から実際にアプリケーションを作成す

る流れを体験したい方。Python をベースにコーディングを行いますので、Python のある程

度基本的な文法を理解していることが望ましいです。 

 

【コース概要】 

数理最適化ソルバーGurobi とオブジェクト指向型スクリプト言語 Python を用いて、最適化

モデルから最適化アプリケーションを作成する流れを、演習を交えながら体験できるコース

https://www.octobersky.jp/training/training-9844


です。最適化システムの開発・運用に携わるため、Gurobi の詳細な扱い方を学びたい、

Gurobi を扱ったことがあるが、より高度な使用法を学びたい方のためのトレーニングです。

本コースは以下の内容で構成されています。 

 

（Gurobiの基本的な用法） 

Gurobiを用いて最適化プログラミングを行うにあたって、基本となる要素を確認・習得します。

本トレーニングには、Gurobi Optimizerの製品入門トレーニングの内容が包含されています。 

・Python API 

・最適化モデルの構築～最適化の実行 

・csv ファイルを用いた入出力 

 

（プログラミングレベルでの求解性能の向上） 

実際に最適化問題を解くと、終了までに時間がかかる、現実的な時間で終了しないといっ

たケースがあります。この際、最適化モデルを変更せず簡単なコード修正によって高速化

が可能な場合があります。 

・Gurobiパラメータのチューニング 

・初期解の導入 

 

（最適化モデルの修正による求解） 

最適化問題では、特定の制約が求解を厳しくしている、あるいは最適化問題としてのモデ

ル化を難しくしているケースがあります。その際の対処について理解を目指します。 

・Gurobi からの解情報の取得・利用 

・多段階最適化 

 

**** 最適化トレーニングのご案内：最適化モデリング入門コース **** 

 

【開催日時】2023年 7月 28日（金） 9：30 ～ 17：30 （1日間コース） 

【場所】オンライン開催 

【定員】10名 

【受講料】50,000円 (税抜き) 

【参加お申込み方法】以下のサイトから、お申込みください。 

          https://www.octobersky.jp/training/training-9829  

【対象者】 

 最適化システムの開発や運用に携わることになっているが、最適化のモデリングについ

ては初めてであるとか、まだ経験が十分ではないという方々のためのトレーニングコース

です。 

https://www.octobersky.jp/training/training-9829


【コース概要】 

 コースは、以下の内容から構成されています。詳細は、参加お申込サイトからご確認くだ

さい。 

 

・数理最適化問題を取り組むにあたり、必要となる理論 

・最適化モデルの構成要素 

・最適化モデルの実例に学ぶ：LP(線形計画)の場合 

・モデリング演習：LP 

・最適化モデルの実例に学ぶ：MILP(混合整数線形計画)の場合 

・モデリング演習：MILP 

・論理変数の使い方 

・論理変数を用いた制約条件の表現 

・関数や条件の切り替え方法 

・区分的一次関数の取扱い方法 

 

 

**** 第五回 Webinar再開催のご案内 : 「Numerical Issue」の原因と対策  **** 

 

オクトーバー・スカイは、第五回Webinarを「Numerical Issue」の原因と対策という題目で、以

下の日程で再開催します。 

多くの皆様のご参加を、お待ち申し上げております。 

 

【第五回 Webinar（再開催）】「Numerical Issue」の原因と対策 

 

開催日程：2023年 6月 15日（木） 10：30 ～ 11：45 

 

概要：計算機による数値計算には演算誤差がつきものですが、これは Gurobi で数理モデ

ルを解くときにも避けられない問題です。数理モデルの作り方によっては、演算誤差が原因

で数値が不安定になり、期待した通りの結果が得られないこともあります。本 Webinar では、

そのような「Numerical Issue」が起こる原因とその対処方法、対処にあたり参考となる

Gurobiの属性値やパラメータを紹介します。 

     

参加人数：35名 

参加費：無償 

 

ご参加お申し込みおよび詳細概要は、こちらから 



https://www.octobersky.jp/event/event-12641  

 

****  各種トレーニングのご案内  **** 

 

オクトーバー・スカイは、各種トレーニングを定期的に開催しています。 

多くの皆様のご参加お申し込みを、お待ちしております。 

 

【製品入門トレーニング】参加費：無料 オンライン開催 

 

Gurobi Optimizer入門トレーニングコース  

開催日時：2023年 6月 29日 （木） 13：30 ～ 17：00  

 

【最適化トレーニング】参加費：有料 オンライン開催 

 

モデリング入門トレーニング 

開催日時：2023年 7月 28日 （金）  9：30 ～ 17：30  

 

プログラミング入門コース 

開催日時：2023年 8月 25日 （金）  9：30 ～ 17：30  

 

トレーニング詳細情報および参加お申込みは、こちらから 

https://www.octobersky.jp/training  

 

-----------------------------------------------------------------------    

数理最適化：名前って、なに？ (最終回) 

 

                                                 Gurobi Optimization, LLC   

                                       Chairman of the Board of Directors /       

                                       Chief Scientist / Co-founder               

                                              Edward Rothberg     

 

かのウィリアム・シェイクスピアは、「名前って、なに？ バラと呼んでいる花を別の名前にし

てみても、美しい香りはそのまま」（訳注：『ロミオとジュリエット』小田島雄志訳）と書いてい

ます。しかし残念ながら、『ロミオとジュリエット』の悲運の恋人たちにとっては、名前が問題

でした。キャピュレット家とモンタギュー家にとっては家名こそが重要であり、現実の世界で

も名前は大切です。 

https://www.octobersky.jp/event/event-12641
https://www.octobersky.jp/training


そのため、私はチャレンジングな状況に置かれています。私の会社は、何と自称すればよ

いのかわからない領域で活動しているからです。我社は、「数理最適化」と呼ばれる技術を

扱っていますが、その意味をご存知の方以外は、もうここで読む気が失せているかもしれま

せん。 

 

さらにやっかいなのは、私たちの業界は他の多くの業界と重なり合っていることです。我社

の仕事は、人工知能（AI）、処方的アナリティクス、オペレーションズ・リサーチ、数理プログ

ラミング、そして、このリスト（他の分野）はさらに続きます。これらの用語にはどれも長所は

あるのですが、いずれもいまひとつ的外れな印象を与えます。簡潔でわかりやすい用語が

必要ですが、吟遊詩人シェイクスピアの言葉を借りれば、「そこだ、つまずくのは」（訳注：

『ハムレット』小田島雄志訳）なのです。シンプルすぎれば、技術の持つ変革力が伝わりま

せん。逆に全部詰め込もうとすると、近寄りがたい専門用語の羅列になってしまいます。 

 

私たちの業界はどのようにしてここに到達したのか、そもそもどのようにして「数理最適化」

という名前に落ち着いたのか。その歴史を少しご紹介しましょう。 

 

オペレーションズ・リサーチと数理プログラミング 

私たちの分野はもともと「オペレーションズ・リサーチ」と呼ばれ、仕事の大半は「数理プログ

ラミング」が占めていました。しかし現在の文脈からすると、「リサーチ」は科学的手法をイメ

ージさせ、「プログラミング」と聞くとコンピュータサイエンスを思い浮かべる人が多く、「オペ

レーションズ・リサーチ」も「数理プログラミング」も名前として明確さを欠きます。 

 

この分野が生まれた 1940 年代には、「プログラミング」は「計画や行動方針を立てる」ことを

意味していました。演劇のプログラムに、演目が順番に示されるのも同じ意味合いです。

「数理プログラミング」は、「数学を使って、行動計画を立てる」という意味を伝える用語でし

た。 

 

同じように「オペレーションズ・リサーチ」も、以前は「組織の運営を改善する厳密なアプロー

チ」を意味していました。現在は「リサーチ」を「プラクティス」の前段階と捉える傾向が強い

ように思われます。 

 

【最適化】 

 

この分野で広く使われていますが、意味の幅が非常に広いため、多くの分野で共用されて

きた用語です。私たちの分野では、「最適化」を「数学関数を最適にする値を見つけるプロ

セス」を指す言葉として使っています。しかし一般的には、「最適化」と聞くと検索エンジン最



適化やコードの最適化を思い浮かべる人が多いでしょう。これらが実際に有用なツールで

あることは確かですが、企業のミッションの中核からは外れ、ビジネスの非常に狭い領域に

追いやられています。 

 

【改善の科学】 

 

2000 年代初頭、専門職団体である INFORMS は、この分野に人を集めるマーケティングに

力を入れることにしました。多方面にわたる取り組みでしたが、最大の成果は、この分野の

人たちにとって適切であると同時に、それ以外の人たちにとっても有用で直感的に理解でき

る用語ができたことです。 

 

最終的に選ばれたのは「The Science of Better（改善の科学）」でした。理由はいろいろと議

論されているのですが、残念ながら、この名前では新しい人材を引きつけるという目的は果

たせませんでした。 

 

【処方的アナリティクス】 

 

アナリティクスは、「データを使って結論に到達すること」と定義されます。一般的に知られて

いる用語ですが、「アナリティクス」が私たちの業界にも当てはまる 

適切な総称であるかどうかという点では意見が分かれています。アナリティクスは、結論に

到達するまでの道筋ですが、数理最適化はその結論に基づき最善の行動を突き止めます。

言い換えれば、アナリティクスは「前」に、数理最適化は「後」にフォーカスするわけです。 

 

2010年代、トム・ダヴェンポートがアナリティクス成熟度モデル（Analytics Maturity Model）と

いう概念を広めました。記述的アナリティクス、予測的アナリティクス、処方的アナリティクス

の 3 段階の洗練度で組織の進歩を測るというものです。「記述的」と「予測的」は極めて直

感的な意味ですが、私たちの分野が入る「処方的アナリティクス」では、同じような直感は働

きません。数理最適化は、複雑な決定に到達するのを手助けすることが実際の目的である

のに対して、「処方的」という言葉は、ルールや行動指針を押し付けるような意味合いになり

ます。数理最適化は最適な方法を助言するのであり、厳格なルールに従わせようとするも

のではありません。 

 

【人工知能（AI）】 

 

この 20 年で AI は大きく進歩し、これからも進歩し続けていくでしょう。しかし、AI の意味は

基本的には「人間の知能を必要とする作業を実行するコンピュータ」です。 



それは私たちがやっている仕事でしょうか？ 専門的にみればそうですが、「AI」は自動運

転車や音声認識など、我社の仕事とはまったく関係のない多くのトピックにも適用されてい

ます。AI は人を呼び込むことはできますが、あまりにも範囲が広いため、当社がどのような

問題を解決しているのかを十分に伝えることはできません。 

 

【模索は続く】 

 

現在、Gurobi では「数理最適化」という用語を使用しています。競合他社は他の用語を使っ

ています。もっと親しみやすい名前が必要であることは誰もが感じていると思います。最低

限、以下のキーポイントを押さえた名前であるべきでしょう。 

 

1.複雑さ：この技術は、さまざまな活動が相互に大きく依存し合う複雑でダイナミックな環境

において、企業がより効率的に機能できるよう支援する。 

 

2.データ：この技術は、ビジネスデータから（通常は重要な）価値を引き出すことができる。 

 

3.決定：この技術は、より適切な決定を下すためのプロセスをサポートするか、または自動

化することができる。 

 

さらに専門用語は、数学者を雇っていない、あるいは数学者がビジネスに何を提供できる

か理解していない畑違いの人であっても、すぐに理解できるものでなければなりません。典

型的な潜在顧客は、問題を見て「これを解決するには、数理最適化が必要だ」と考えるわ

けではありません。顧客が自分のニーズと解決策を正確にとらえられる言葉にするには、

どうすればよいのでしょうか。 

 

最後にもう一度、シェイクスピアを引用しましょう。「おお、創造の輝かしい天頂にまで炎を噴

きあげる詩神ミューズよ、なにとぞ力をかしたまえ」（訳注：『ヘンリー5 世』小田島雄志訳）。 

平たく言えば、誰かもっとよい名前を考えてくれませんか、 

ということで。 

 

========================================================================== 

本メールマガジンに関するお問い合わせは、こちらから 

お問い合わせ先メールアドレス：info@octobersky.jp  

 

本メールマガジンの配信停止は、下記のメールアドレスまで件名「配信停止」で、ご連絡くだ

さい。 

mailto:info@octobersky.jp


配信停止連絡先メールアドレス：marketing@octobersky.jp   

 

本メールマガジンの配信先メールアドレス変更のご連絡は、下記のメールアドレスまで、ご

連絡ください。 

メールアドレス変更連絡先メールアドレス：marketing@octobersky.jp  

 

過去の全メールマガジンは、メンバー登録後ログイン頂ければ、ご覧になれます。 

メンバー登録は、こちらから（メンバー登録は、無料） 

https://www.octobersky.jp/regist/  

========================================================================== 

本メールマガジンに掲載されている全ての記事、文章等の無断転載を禁止します。 

（株）オクトーバー・スカイ www.octobersky.jp 

Copyright OCTOBERSKY CO., LTD. All Rights Reserved 2023 
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